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一ーその理論的主事舎について一一



















る労働力， と定義される＜,r 3) ,.
従来の過剰l労働論の中で，理論・仮説として展































































c:,・ 1) 二o I論じ， ocfqfc力、本f下7JI 1日、、橋！？：
経研｜泊発論セミて、報侍したときのレジ J 「Leibenstein
為｝＇， ＇）、業＂；；：こ〆 L て さ，， Ii本とともじ｝Jll~f'. f¥ 1£ 1.た
I, CJ）」ある。その時コメントをいただL' Iょi,JIi以段J三
他参j＿；＇脅しつ｝j々 に！書l調！の，右、を1、したい。 士たは回目：！OI 
Kul〕n=Tucker，.定：＇I.')I，芯 1に〆 ＇＇てんが；，，ヒ成 l,if; 
約崎断行氏に多くをれっている。三こに記 L": ,itす。
(d 2〕 こ♂ノ小論、；土以ト「過剰労働」 lこ杭 1る
が， ；・葉 :l], H" fこか，＇，み ，両 J守はい 叛 Fで
あるとみて上い。ただし，た川一司氏。）「偽伎就業」
概乏、， :i "lil. ',t,i.性（日金） l百差♀尺！込cす，： !) 
Fこ， ーこ..＇、う；，＼；剰 Jγ働概令と＇［＇ Uiヨに＇：＇，＇.な干 '. l、品。
(11ニ3) 間知の通り， 「i九決失業」概念の （J!JI] It 
Joan Rol,inson , ：山にす i乙，； C Hit：，効守＂日｛司 τ):" :-_ 
よるうL業の一五Eであ，，た。係近［はの榔j’＇：・fjヲl'i!tとi〈
乃！＼，必失J、♂＇.~のた訟は Nurkse lこより存在立された Q
jy}. I fれ’ u:1' v)',j 誌にじう。 NurkselJ i jに
ζt Alfredo & I五geniaNavarette f 「偽長失：'IJ
というタームを用いているが，そこでの定義はこれル
凡なる O J ／.こ， 「労働力」が人数単位である 4と，－：.，t
日、。
（ィ14〕 Nurkse ・ Lewis 流の過剰労働論をとりよ

































































































([*, w勺なる点 Pであり， s<lはそれより上


















に上り賃金は ＇W 2 まで低下するいニヨ）。
{l(JI 
(8）式と附式を比較して， α＝aのとき llo=ll1,







































としてよ L、から flJ極大のためには ε＞1でなけ
ればならない。第2に，・＝1ならば， dll1/dw<O
となり、 II1極大のときの w （それをw,J;:しよう〉
は先の I。極大のときの zv＝総本より小である。
第 3に， α＝aのとき， εーマー1=0ならば ll1は
1盛大となるが， εが十分大きく，守十1＜・ならば，
fl1の極大は α＝aのときの w（それを W2とする）

















































雇用者は W4 の賃金を支払い， 110を握大ると，
ず，
1972110008.TIF
図3 聞きEジ奄J七L労働jの；zι給ヵ；Jr; ＇.！ 凶 OE線上で決定されら
とすると、 i7）式を（12）；二代入して令 Y，α～ 
｝ 
dY f'(l -c)l 
dυ 1トろ・ ξ －-
となる C (]31工にからー 限界生ぺ〕 f'二（｝，すなわ丸、
産力刀l七、口にら Ii'. 過剰労（動は確かに発生すら f
1 tc ムばやはり過剰労働／）• 古イ（：する（こ I) i 
的1・；こはその可能「｜が強レJ.，十3
二，n結論には縫＇）刀、び，； t釈が必要であλ勺。第









第 3 図で言えば L=L求のときである。 i主主，t~i を単
純化して，いま αェ日で完全雇用の状態でi与衝





は S,Q', pでなミされる。そのとき 1/Jらかに Yは
不変， ITCニ SQ＇） も不変，たj三し 1人当りの労働
誌は？から Fへと増大している。同時に， L(w)
: .t変化し， L'(w）となって左に移動する（この12





概念でふ lj、／’こりはぜ、熱i'J;に ¥i!C けを要求斗
ell!, _ d"' clw da 
I' , -- 一l＇ 二｛），d L J ' :l! d L 1 df 
/' "v!C二どfct,fd(l !:f.〕，：＿て、
：日 Ii苅び） f(E・:, ilJ線がlrり＇Yt:!11(Jその意味l士、ーァ~）、
限界：年末勺－1:¥' で水平にな－，ている三とであり τ
VT），古lまでの過剰労働が存有寸一らのはき jラ小て特殊
、一 』 ， 
'r一一九〉 コー _) _ SJ /~ c,J r 




dU'川町ご二一 1e/rr であおから， 13＼式は（15）式の工うに
ふ，し
/ L一 ι一限界生産力ゼロのケースについて言えば，間J¥i化されあ t
ι！Y 






























:!Jll 1式 l(Zc'' l土部 l象；cJ,1_ ,c-: ：二τ伐される p





¥i l；ニ司 Taira「＇J5J,Yotりpoulo，；〔：；（（1 の Jtl:J
がある T礼irai土 I,ei ben討leinの ffう千三？でJuUti1¥>;'. 
気候，地域，制度その他極々の条件人種，
，＿ノ
/,k ¥ ,  
；こ主り変動しうることは言うまでもないれ





















,:'i ＼、l5'佼で、j,tri-J;iニ；土，l'.，－；し点以 （， le、いと批判JL、




存1-Fil：；二悶すおかぎり －－'if －，~ L ;'.( ¥ 、 L 、 Yoto1川ulo~




と、い与条件を i）江／Jl-t/ L i-1:‘ Leibenstein モギit,の
不十；j川（士｜：会ュt-:._,:" ;'., 
二、＇l上 ：） t；体系、＇） ；~1；：定性にある山で；土問題；士、






そこで第三；二、 •： 111'1- [::1~. Oshima ・:'7 







生戸正力仕lit泉が＇， －，トすらと L、人川i' 可
分析で；土＂正 1/jrif能な事柄どは 1,，＇，：町長い











主た賃金雇用（ノト作も含む）関係の支配すf Iノ巴’ド＇ , し元、し， i1 Iュに十るいi1）川、kin主「／［－i土治療すふ
二の極の社会として‘たとえば通る社会である η
ノ＼
I を積極的i二l本：を十；）実証結果はヰミ／＇ 1J;}. （ヲht-J', 
として十及われ市開発言おの中で「近代的農業部門jjをの実証に期日せざるをえずμ 、が、品{1：限；欠(I).: 
しかしそれだけではふプラン子ーションがある J・, J二日：I-:_l:：士可能で点j7，らヘ J;}{li栄i水準は生










































































gmal product of labor-time）一 ここでいう f’（L)
一ーとヲ~ f劫7日当りの限界生産物（marginalproduct 










〈注7) 厳密l二？えば， cとミ は独、わ：i)とま tJ'
tiii 者は技術的条 1,i. ，.：.より， 1；，者は店二時的要（i~ に上 11 f,';: 
定される。
〈注8) ¥1)式山論と l"i，く’“二＞ 1 ', ，，ース
1ーザ
/1＇く o ,;>O，ε三1としても l十守，－，＊Oとは必ず lも




!i/J宅地域 I おけ〆 1Li当て）＞；ロリ一 Olitは｛J210・




ことはと 7ないし，実証 il でも単！•＇.パくペハるこ！
いより解決しうると厄lわれる。
（注10) 安場；： d即 ,jdlt!i1 f主を1,; ii売の筑Vi：を.1'
ないといっ制約のもとで， ）J働者和から 1恥｛、ょのildJI
勺働i誌を抽出する)tl低1/iJlj」 （傍/i.＼ム：場〉井町工ぷ。
(i主11) Cho；；二しりメり ズム乙i 支配＇ ,: i'L:: '. 
“tradition幽directedsociety”と ilf-rf,capitalist society 










一一一ーの一 一・ 。 (i) , W1-(l-p）目。十pa
ρ一二O，すなわち，全く所f号共有がなければ， τ01=Wo,
P=l，すなわち毒事額の所得共有があれば， W1=(ao/a)






















































































































件16)1t'f; l生7じゴ〕i.'7,Q における‘ （と］：二三i均）；集会1
',)Jr泊料 fv 三生；_ifl巳l数／との法料条件全ぷ示L
ぐ lぜ、ゐ二と IJ，；・「J 主でもな＼ ＇、 Chay日JlOV ,・, (1 ) ~1: 
宗主（i;fJifl ;ii~): ・t' 三 οにおける：；U(:.
fd)J合OJ；ご 1と十ζ、1,,1であり守 ；己主した｛！1.＇ιj、
ごう：；iM!tこさ j＇，.；＇.，＼，：，、 /.1: Qにけ允： L！こ＜Ui}・, 
労働供給 f l口実） J， ぷ実現さ ,i）.＇， 司 と？ゐ
こじ）壬 7し七し J ¥ ：メchultz':n 二 uリ邑'l(ij労｛動
Ht刊を見るここ刀込でさる【＇ Jではな十点、，｛）－；｛；よ｛iよli乙
11-'.J~t ）：を J訂札口！？？尋（快打、日嘗好・ f1}Jtた心、ソ主で純
貯蓄カ‘・I＇ロ ，;r, 長邦l，主常状態」にあと〉と W.定 し そ
こで＼.杭 11i~li,tl【 llJ な .；，（，ii 台理性がJV.fl L ('1:/ぬρ
点己＇.，j;t Iイ｝J；手Ii＇）＇：＇／；，〆〉／い貸し L、（e:/i"ic;:it¥,ut poor) I 
そ1;' Iι 」＇！－： diっZ,'.c!(：である労｛長i)jに.）、； fp守Hil<
ごと ~dil-'.L, i品I,・ ;' '.1. f l']fができと：，＇'i)jil,)j/'i :.t士て
1f!'.rl ;~ nてjj ：；、ツ；'.f0J v') 'Ji質収ノ＇ ; ！トi>(} i L微／ト
ご； t人、、， i f乙Zパ下イ、’・，；：’-1":iri!lil, i品科・'jj,f)Jも｛｛L
i. i仁、＼ 三 （つ】 !.J.・，立！！去でのJdJJ定？；？状r＠，う‘
/J.' ltj，、十らし／）＇ t. 二、｝ピ ／レーE；土 ＜,.fil1:I；民 ！( i；、 (,j 
Jら刀ミ不正とよりく〉こと土 •J 、 jー， /L 4 ＇，、 しとん‘ p LラJ'.J 
iviri土，； 4 I ;(J ,_1 ,¥ (! -, i；止なし、ヲ；（i¥lJと小.，伝部；｛v,
Ilけは主／J-f.1'i'J；二Jι 、＇； !' ＇＼＇心 r またお l十；（［ C・1i'f乙B
j <'< ，.；：，生在日l／点、；IJnj関数を！？（け）｛ と，i,'.,i¥Jf IJ, 
Fト労fo,)jJ』j{ 1/ (/ I七ピ｛【i4-Z入げ！;/J斗FI：で （C;t}. I 仏、 ツj
（！力者七引きH：.，、三 l二吉川，：／〕，1,;lzd犬、人 J'.）；主r／人口 itれ
i;IJ I.、f十す γ ：土w.下キおか，－， 過重i；う.1{f!1i、｛fi'r:
L /;_;, 
しかし‘ これは辺；ニ効用関数日nd/or守二産rYJ数

















／こケースであるiiJ 6 10 
'tら｜父j:.t第 HJIの第 l象元に和三iし，汚Y,J：そ ＜｝）
・i'引をにお 1同(I）第三～ 4象元に：日ゐ凶があふれ fl_
lぺ ζj L企ぷ¥ifに［泣いて前をiftめるついと主 h二什h
,o' d九のとき、＿，，＼ (JoてτYJ十1[1fが！友会；しているもわ
jーすと） "{)i'JL'.により無差別出線fI（］＿ たがって ｛｝＇{,'1 
i"-il 'Si ，なのであらヵ、人、 H 均二円1 に（ム，<n,> M< 1.J;、
L、1,1寺i二l,i]i二i七ヰ1乙 ;S治斗／）1；こ（ム＜白＼.； ＇う，





労働人il (rr）と i'i¥詩人 I]（戸）との労働移動し二段！































































f ( L) 
。 し
( ;eorgescu-Roegenの過采！出’働論は費的には同



































































































































ward-sl叩 inv）性に関する Berg I 2J, Miracle 




(il 1) 安城［381、Uppal〔36]I十＆！る詞；分1-JH 、
ζU,>o主t之ゾJるかパJr J』主化！ だめI-i) f問の自：＇！：＇ (Jr)
ゐ／；JIL土全範聞でft(iI), jlfrに下iえば，糸1立の限界刈Jlj
dトfil1lでi，と！＆：乙Jる。




(, I. '.l ) Chayano¥' flこt1;: aU曾二－ 15U1/j’ と解
持！！，大槻は f'・aU11=-jiU，として解釈した C'-i 1 
t, l立:i〕〉。 ! I-• 司fi)'. )i,/i｛， ぺより 1JtiY、「子？ μしつれ
河｜のために各人は働く」という際民ljを導入すると，（3)
え； i!1え， (4）：，そは， IT二 U(Y, flとL 白1fうγ，!J,｛ヒす
_ U1 
ろ。そのとき U!jな純i条ftは， fニーハU,1 (6)' 
JI手ュ＼.(:'J；こ：1(61パLこJ川、、 , 1と Lt：，ノ ｛，し
'¥1 I人、。
(i!4) Schultzけが済発！；（， LtがJ て：！＇.l!J定首3
ik）ぶからの1,:;1: 0) fこLヘ；－, fir i'・近代以仰の治人とい
ノタト己i，か， J）インハクトを立I机するが，それはおi4凶





(1主ιj Sen :L1折得止がl桜とが祉？立な 4のと L・' :ik 
n:1,jを任、I':,iる虫， これit Jもし＇－ 0わjl ｛ノ.J,OJ f :1' !'} 
と余 lijQ；こ｜見1る」主体均衡によって S巴nd〕ケースlt 
_,J. Mし ！ 0 (,' ;]•'),, i !fl実性持 tfこせ ことが
るであろう。
また Berry ：－，けligo: i ・H:b.iL ，モテバ し、、什
,s についてω考「依が欠けていたため（~， !1＼＼ぷ日ljrlJ似似
¥Jなら｝子三＇.， -r j'{ fl' ＇｝）＇倭1川 ｛；：.（J:j ？＿，とセ1)i/iるが、 u
1・ j下；生｜込 t・ι， (t - '1 と<71,¥l（系， < !i,効き自！I I, [ 
lこ工 IJ{{ :{1: I.ないケースも起こりうる。この刊と，iと
】！均付 コ，・ {il 111〕249 ージ ilトの Cl!Or-
gescu幽 Roegenモデんに N，っく過剰l労働諭解釈に＇）
t，安 I ／】。
( i:7〕 長技術Jこ行〉と，無左目lj曲線） 線型1'tけ「純
I P (re；~i川t)J C 1 ・≪1に lぐ：7Hi！＂～心な だと Y
,if 5 l叫し.， Uoιノ「）八ninmけ＞.＇}j，＇＼；こ，.＇，＼ Q＂がkJι して；。二
し「乙 E，川む＇）「予防 fを U,C!JI，線型部分カ j〔L）と＋12
l る易，＇，こ’士， I l占｝） t', :, ：士費｝ド℃れる C IかしぶJ,
士＇\1-~l~ 明りいこするため，その手fiO〕別的さは千1M Lt_-o 
(i: X ) Genr山－scu-R°',e:en プ I＇：，わヮ • ＜＇.，上
これはl'ri.刀I0デrしてあるから， Xをn：’ぷ（む（ろ似i,年r
' lモf・4、 ..三主〆.！） 〆 ＇i沢L ！， かまゾ l; l ；。 i".:s 
-iベラ」 : :1:, S1:tl坂ヅd,iL とは：河内、で~，江 l ことリ
￥，しそうするト‘泊代｜主ir£ （あるいは分配関数） (8）が変
I l して ltう。
（｛主 9) Myintも［，i］じような批判をしい、る（Myint
23〕：，，14軍参i（＇，）＇た i:1_ Myint っこ j）＇：判 4士，
がI:)、rli＇＞つ、いた「 I'!’ぷ労例に（火イfしこいら！必i:: , 
＇／働は d ／：：.で主l 、川らJ:!I＇生産）：（ロま. : m・J六 i
(Myint〔24〕） -! ' ) .t弘と；／；＇ I -. 7 二、 ！・Wt; J 」
いる。
くHl:1・. ＇の数／： :L) 
(J.:Jf, Sen 〔32〕が毒事出した「反応Jd'J,c¥': (response 
じquatinn,J に iI Jベき i I を， t われ 1 デルイ：・
;q /I¥ J-:j O Sen とJ,;じく， r, iうが十分Lこ大きく，タ地











ケース a),8=k • a-, k: ー定。
(5J）〕イ，i立を刊で微；）＇ ' #", j'[! Jる ， 
dx (3 1dU1 .. dUν ＼ 
l • U11- ' • U1l • d刊－ a-U ,/¥ d日 V lj (,t } l dU I 小一口Uu +Ur da d日 νd日
dU,1 dl dy 
d＂’二U1yd"+U円 j
てあり，かっ
dl IdL L 
「d川 口 dα 口凶
｜ー dY
id! ;, d日 Y・k二／； . r.JL_ Y 










d:r ,S r/U11［ん U1uU1 f' 
cl,,=-aUy2l l 刊 十戸 （UlvUv-Uvv
ldL L r 
!:i/da一 r,(Uu liy-U1,1 U1） ふ（U1, Uv 





uu Uu U,,-U, ,J!1 iJu 




(IOI 百＝ U,/U,, 
l二i.tJif：して整理すると，
( 1 . ，~~ +p Qu "rtL L Du , Y .口M
n ol , ・ay-,. dィピ "2 δf ' 仔fJ av ・
1[1) 
r l 心11 _¥. iJu .I' , 
U • ti[ = n, I • oy Ill，ー／’• L-i-{, 
区 d＇（ 日・L=G，・－d1, Y e 
と十Jくそ，（l)f立，
dL 
（月十（； ・間十日） L clα＝n十川ラ
と伝る。これを変f珍して，
./ I斗 }1l ¥ 
E：τ二 （ ) 
'¥n十c;・ 削＋g!
;',・ i＇｝る。 〔叫犬i土 Senの導出した「反応方湿式」と
全く 1,] -0 t Iし，円、 m CJ日味が＇；＇，＇行って！‘、..こ
とにLLc＇.。〉









,,i: ＇：十，／三 (), 
）♂ J 1:i'f IJ!{ j -':, , ＇.［万人：
lにj,c J‘t,. X ',;I fドlt;i'〔J(,4;) fJ 






I , ;:•j 'f']J; :.fi¥it {-( [ 三、＇0 •. ，： ιJ ;),,:, ，，ヘ h)


















































、三寸F I’l ・' ，，寸
ィ I·• , '' • o 
' - 7 C)  ち二バトム













fl官学的条件に縛られ， 2,¥ 9図の l(,o）より下では






片 i＇／ 』， ，ベ 1-"li11i"1U之、美，； ¥! ' i 
〆t
l ' 







; '1，＇、-. l i <1 
付 'L.7'> f'i I"./!,-t 1 1] 
！っ； 1c へJ＇：小：；








I，）、そのケースにつL、亡も適用は可能であること。ヤfヲド均衡~[T（二7,) t.こり， Leibじnstein,以ト I,


























































,= }g＇一日f"p 2ニ （＇！gーιず 二

















,1>): ;ig＇＞，ぴ γ f.I.らlま，g＇＞一Lν，f＇＞一；Iノγ
ι！1 (-;[] 




あるし、は（ I -1）式の L（τけの逆関数。l(y), 
この問題は Kulm=Tuckerの定理を応用して
とれを長初に解くことにする。簡単l二！砕きうるつ
















































































































日ーてJ}l尖に fif/J「らための条十！‘ という三 J ;,})  
条件（川1f11 ；）、 λ ~，！， てムると， 既f’｛（!J過剰労i必読
,t主として，11／）条件（で，.＇），戸市 j を li¥J屈として I，、
• ＿，、 [ f(r'jでみた Lt'ibensteinモニ戸 ！；，・わ：1ミJィドJ{J
時iJ(i川士：士 lハ91日，；であゐ r, f名品1Jn芭，な
. ;,':r利J労働／］！字A‘の；JEIりiがLj：心諜思であったJ
Lew目、 Fei Rani×型］）過剰労f動論はむしろ：t>:(T) 
毛件の問題；二「YJ心が｝，り， 当然ながん二民主主f存




i¥ fahro : l＇.川「パ＇） IJ(l1flした i期待首公格＆－：，；／lI 'L
を二に人れられよ －） ,J孟， 工り一般的iこi土， ＇Ii劫干名


























c ,J. r ) :r 1 , :1r 2 /;_, j 、 11,iJt),1,-:rru.• v ＞， ν勺itzfを
＇） ；記分λLl :; /; .'r 'r;’l. ；＇：もし，，である c
Ci! 2) 1fも｛りjを必す 1. t，’F I定通りにとる必安lよ
人、、o ¥; I ;i l士山賊した .L＞に，労働人 Iとがin人
I 1 I¥JLご： iL、；.，か jノI＇＼！ヨ if＇方！・.:o l ' i口lじ＜ I 2てみ
たI、； 't )fiY：〆りう スも，；＇守 / •. ）る。その立りで「労｛動
f!U'.U，：主化j }・ L、 タ J、に改める ）jが適切かれ Li 1
F、！。。
(d '.i) j色；［！Uゆi：て Lて， ｛1/Ii t士J支のM:Ji: u i Tvf 3'¥ lよ，
一／ ゐ び）ヲ号1t: ,): y，で：L之？と Eるととができる Cr,
/I i}.1 1't！｝（沿佐に，j;IIと、民業社会の笈,ftJ機椛i『イ民議
＼シ1 :,'Sfis rき；正： 5¥J 19721111 Jj）。そこ＇（ letグリーン・
' . ',, ／マンゴ＞1:1¥w；店主光 L，その0，元;/J況を，a.
i~J ) Jム了：':cプE千j一：：！）むlJ日i;'.Jな／＼. '!,}. ／！，＇；.仁
ヴ、t¥i ,j iぞ。
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（中兼・調査研 Jc部）
山本・経済成長調査部
アジア経済研究所刊行
ブイりピンの金融制度について，その符景と発注の歴史
を概観し，各種金融機関の実態，金融政策，為替管理，
開発のための資金調達機構な Fにつき，できるだけ総量量
的に fit(説 L，それぞれの特質について明らかにする。
木i:fは， 1920'1'・から60年代を軌として，農村社会構造の
把梶，農民革命・土地革命の特質，築関｛七の必然性，諸
矛盾の展開とその解決，人民公社と所有tlJの問題等，新
進気鈍のきめ術力、い論文で構成されている。
戦後急激に復興した台湾経済の歴史的経過をふまえ，そ
の背後で着実・健全に発険した「模範生J台湾波支：,n, 
現時点における問題点・矛民ぷを分析，究明し，間際的
持 1800門 位置づけの中で台精農業を総合的にとらえる。
南克 三郎 編
韓同人口の経済停析
24or 1or1 
可能な限り古い尚代の人日記録まで湖り，緯国人口の靖
加趨勢や増加パターンを明らかにしながら，朝鮮動乱の
災官から立ちU'£ り1962年からの5カ年計画以後の経済成
長円かげに潜む後多の経済的・社会的問題をえぐりだす
アジア経済出版会発売
21 
